
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４回 文化祭 その１  １１月２日（土） 

 

 

 
 この日のために、５年生から８年生の 1７人全員が、企画委員会・演劇委員会・オンステージ

委員会の３つに分かれ、それぞれの委員会が工夫を凝らした発表を行いました。 

≪ オープニング・開会式 ≫                  ≪ 意見発表 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
 
 
 
        
 

≪ 音楽祭 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

大谷小中学校だより 

義務教育学校ならではの文化祭 
 

校長 作田 善久 

  

 第４回文化祭。今までで、最も感動した文化祭でした。 

 オンステージ委員会が描いたステージ画を背景に、企画委員会による文化祭を方向付けるプ

ロローグで始まりました。テーマは、「みんな輝け！３０ヒーローズ」です。 

続いての意見発表、今年は５人。社会問題や自らの体験を通して感じたことについて、それ

ぞれがしっかりと考え、全校児童生徒に発信しました。発表後の感想もすばらしいものがあり

ました。発表に対して感じたことを自ら挙手して伝える姿に、児童生徒の成長を感じました。

この真摯な意見のやりとりは、文化祭を質の高いものにしました。 

 音楽祭。前期課程は、６年生の教科書に載っている曲を歌いました。練習では、ちょっと難

しいかなとも思いましたが、本番では、すばらしい歌声をしっかりと聴かせてくれました。後

期課程は、２曲。「翼をください」は、     さんのピアノ伴奏で歌いました。生徒の伴奏

による合唱は、４回目にして初めてです。２曲目は「地球星歌」。飯田高校の合唱コンクールを

聴いた８年生が気に入った曲です。今までは、人数が少なくて少し寂しい感じがしましたが、

今年は声量十分、そしてとてもきれいな合唱でした。聴く人に感動を与えました。 

 恒例となった演劇委員会による創作劇。今年は、マイクなしで挑戦しました。演技者の声も

十分、なかなかの演技ぶりでした。「時間の大切さ」について、一人ひとりが考えさせられる内

容のある演劇でした。 

 午後の部のオンステージもそれぞれに工夫があり、見ている人が楽しめる内容でした。全校

児童生徒によるよさこい、祭りばやしも、例年以上に迫力があり、大谷小中学校のすばらしさ

を感じました。 

 前期児童の発表は、後期生徒が拍手でたたえ、後期生徒の発表は、前期児童が拍手で応えま

す。全校児童生徒の発表は、地域や保護者の皆様が応援してくださいます。全校児童生徒が一

体となっていて、義務教育学校だからこそできる文化祭です。本校の特長を十分に生かした文

化祭となり、教育活動の大きな柱となっています。 

 この今年度の文化祭をリードしたのは、８年生です。最上級生として、見事な活躍ぶりでし

た。合唱でご参加いただいた PTA の皆様も文化祭の盛り上がりへの貢献、また、ご家庭での

ご支援にも感謝したいと思います。ご来校いただき、声援を送っていただいた地域の皆様もあ

りがとうございました。 

 

No.９ 
令和元年１２月１日 

   珠洲市立大谷小中学校 

 

ぼくは、初めてきかく委員をやりました。初めてする

ので、何をするかがわからないから、話においていか

れてとまどったけど、だんだんわかるようになってき

て、当日は完ぺきにできたのでよかったです。 

 

「理解し合える世の中へ」 

相手がなぜ違う意見になった

のかを、相手の立場に立って

考え、お互いのことが理解し

合える世界になるよう、私は

努力したい。 

「次のステージに向かって」 

奥能登塩田村で体験したこと

は必ず将来の自分に生きてく

ると思います。この体験を次

のステージにつなげていきた

いです。 

☆前期課程合唱「気球にのってどこまでも」 

ぼくは、今年の文化祭で初めて低音部をしました。最初の練習は、高音部を歌
っていたので、低音部の練習を始めたころは、少しまちがっていたけれど、練
習するうちにだんだん上手になりました。 

☆後期課程合唱 
「翼をください」「地球星歌」 
 

「地球星歌」は飯田高校の文化祭で先輩

方が歌っていた曲です。どれだけ先輩方

に近づけたでしょうか？ 
・７・８ねんせいのがっしょうが、じょ
うずでした。 
・７・８年生の歌がきれいでした。せい
こうしました。 

スローガン 

「みんな輝け！３０ヒーローズ」 

「子どもたちの笑顔にふれて」 

大谷保育所のわく・ワーク体験

では、働くことのやりがいや意

義について少しわかってきまし

た。この経験を将来設計に生か

していきたい。 

☆ＰＴＡ合唱「いのちの歌」「Story」、アンコール「パプリカ」 
 

愛しい人たちの温かさや家族のぬくもり、苦しいと思ったときに元気を与えて

くれる曲でした。お家の方々の思いが歌声にのって響いていました。 

「夢を描き続けて」 

小さい頃から好きなものは、形

を変えても未来につながってい

きます。皆さんも今からでも、

好きな趣味を続けてください。

ステキな未来が待っています。 

「未来がよりよくあるために」 

地球温暖化防止のために、わた

しにできることは、周りの人に

簡単にできる防止方法を伝え実

行することです。これが、より

よい未来のための第一歩です。 

  

  

 



 毎月、千田先生の俳句を紹介しています！ 

1２月「波の花崖の四五戸は昼灯す」 

（句集「風位」より） 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１2 月 行 事 予 定               

日 曜 予   定 

１ 日  

２ 月 街頭指導 安全点検 

３ 火  

４ 水 
全校集会 児童生徒会委員会 人権週間（～１０日） 

子ども美術展（～１１日） 

５ 木 ２学期期末テスト 

６ 金 ２学期期末テスト 

７ 土 市Ｐ連合同会議（  、  、 、   １７：３０～） 

８ 日  

９ 月 ＰＴＡ役員会（１９：００～） 

10 火 児童生徒集会 

11 水  

12 木  

13 金 集金袋配布 

14 土  

15 日  

16 月 街頭指導 文化芸術による子供の育成事業 

17 火 
文化芸術による子供の育成事業（10:30～11:30） 

ブロック別集会 

18 水 たんぽぽ読み聞かせ 定時退校日 農業体験の絵表彰式 

19 木  

20 金 通知簿渡し 総合的な学習の時間発表会（後期課程） 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 スペリングコンテスト（7・8年生） 終業式 大掃除 

25 水  

26 木  

27 金 仕事納め 

28 土  

29 日  

30 月  

31 火 大晦日 

第４回 文化祭 その２ 

≪ よさこいソーラン・祭りばやし ≫    

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

≪演劇 ～時間は自分のために 自分は時間のために～≫ 

（あらすじ） 

主人公の「かける」と友人の「まこと」は、この世界と違う時間軸の世界にきてしまう。２人はもとい

た自分たちの世界に戻るため、「一番確かなもの」を探しに冒険に出かける。しかし、そこにはたくさ

んの試練が待ち構えている。そして、見つけ出したものは、今自分たちが過ごしている時間が一番確か

なものであるということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
≪ イベント・エンディング≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

   

   

 

 

 

 

     

 

 

募金へのご協力ありがとうございました!! 

大谷小中学校文化祭では赤い羽根共同募金を、地区文

化祭では釜石市立唐丹小学校へ本を贈るための募金をさ

せていただきました。保護者の皆様 

や多くの地域の皆様に募金していた 

だき、たくさん集まりました。ご協 

力ありがとうございました。              

  

 

 

大谷地区文化祭里山里海賞受賞作品(写生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童・生徒でした「よさこい」や「まつりばやし」も息を合わせて踊ったり出来てと

ても嬉しかったです。今年の文化祭も良いものに出来て良かったので、来年も今の８年生

を中心とした後期の生徒が皆を引っ張っていけたらいいなと思いました。 

赤い羽根共同募金・・・・１２，５３５円 

唐丹小学校への募金・・・１４，０３９円 

1月８日（水） 

３学期始業式 

書初め大会 

さん さん さん 

さん 

日時：12 月 17 日（火）10：30～11：30 

場所：大谷小中学校だんだん広場 

（奏者） 和久 文子（箏） 福田 智久山（尺八） 

前川 智世（箏） 

（曲目） ・春の海   ・六段の調 他 

 

 栃木県よりプロの箏と尺八の演奏家が来られます。

平成２８年に続き、2回目の来校です。16日（月）は

７・８年生を対象にお箏と尺八の実技指導、17日（火）

は演奏会です。 

 演奏会は、保護者や地域の皆様にも公開いたします。

ぜひ、ご来校ください。 

・自分は委員長ではないけど、委員長の代役をしながら、皆に演技や演出の指摘をした。実

現してもらうのは難しかったけど、皆とそれを実行していくことが、とても楽しかった。本

番は、うまくできたし、「よかった。」と皆に言われた。本番での出番は少なかったけれど、

助監督になれて良かった。 

・僕は、演劇委員会に入った時はセリフを覚えられるか、大きな声や大きな動きができるか

不安でした。でも、毎日練習していくと少しずつセリフを覚えられるようになりました。文

化祭まで一週間を切った時には、台本を見なくてもセリフを言えるようになりました。ナイ

ト役をうまくやれたのでうれしかったです。 

 

私は、オンステージ委員と

して、クイズとダンスをし

ました。練習では、限られ

た時間の中、壁画を描いた

り、クイズやダンスの内容

を決めたりすることが大変

でしたが、本番ではうまく

いったと思います。来年も

皆が楽しめる文化祭にした

いです。 

今年は、文化祭がもり上が

りました。来年、ぼくは前

期課程が最後になります。

今年を振り返って、来年は

もっとみんなをよろこばせ

たいと思います。来年もが

んばって文化祭を盛り上げ

ます。 

お
お
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